
名称 施設所管課

１　資産の概要

⑴　施設類型，施設数，所在地

⑵　建設年次，大規模改修（長寿命化）実施時期等（庁舎施設改修シミュレーションより）

建設年次

直近の大規模改修実施時期

大規模改修費用見込み

⑶　稼働率，稼働状況等（令和元年度）

#DIV/0! 人／日

総利用者数 人

年間稼働日数（休館日除く） 日

％

⑷　年間経費（令和元年度実績） （単位：千円）

924,869 円／人

924,869 円／人

 　※　△が表示されているものは，収入超過を示している。

　①　利用者１人当たりの年間経費（（支出―収入）÷総利用者数）

　②　利用者１人当たりの年間経費（指定管理料等除く）

・義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして，幼児を保育し，幼児の健やかな成長のために適
当な環境を与えて，その心身の発達を助長することを目的とする。（学校教育法第22条）
・幼児期の教育に関する各般の問題につき，保護者及び地域住民その他の関係者からの相談に応じ，必
要な情報の提供及び助言を行うなど，家庭及び地域における幼児期の教育の支援に努めるものとする。
（学校教育法第24条）

882,442 94,454

２　設置目的（現状との乖離があれば記載）

公共施設のあり方点検　総括表

幼稚園 教育委員会事務局
学校指導課

施設類型 幼稚園

施設数 １５施設

運営形態 直営

所在地 別紙参照

　①　１日当たりの利用者数

うち，指定管理料また
は委託料

収入支出

　②　稼働率

（学校施設のため，対象外）

在園者数等は別紙参照



３　「機能」の今日的意義の検証

⑴　「施設」と「機能」の分離の可否（当該施設でないと提供できない機能か否か）

⑵　施設の統廃合，施設と機能（サービス）の切り分けにおける課題

⑶　財政的な問題（国庫補助金の返還等）

共働き世帯の増加や幼児教育無償化の影響など，様々な社会構造の変化が起きており，市立幼稚園の利
用状況が変化する中で，一部の園では小規模化が進んでいる。

・小規模化が進んでいる園や，複数の園が設置されている行政区において，子どもの主体性や協同性，
遊びの多様性や人間関係の育ちなど，市立幼稚園で育みたい資質能力を保障する観点と，少子化を踏ま
えた行政効率の観点から，今後，持続可能なかたちで公立幼稚園の役割を果していくため，園児数の推
移等を勘案しつつ，在園児保護者や地元の想いを踏まえた再編・統合等を検討する。

５　施設所管部署内での検討状況

　市立幼稚園は，地域ぐるみの教育の充実に向けて全園に学校運営協議会が設置され，園と地域との協
働活動を通して，将来の地域の担い手の育成を図るとともに地域の活性化の役割を担っており，閉園や
統合を検討するうえでは，関係団体との十分な協議・調整により御理解をいただくことが必要。

仮に閉園や統合を行う場合，一部の園では近年に行った施設整備に係る国庫補助の返還などが生じる可
能性がある。

４　その他（考慮すべき特殊事情等）

私立幼稚園や認定こども園での受入などによる代替が可能。



№ 園名 ３歳児 ４歳児 ５歳児　 合計

1 上賀茂 13 23 36

2 京極 5 7 12

3 みつば 27 37 26 90

4 待賢 4 16 20

5 乾隆 10 7 13 30

6 翔鸞 10 14 11 35

7 中京もえぎ 37 50 57 144

8 楊梅 16 24 17 57

9 明徳 25 30 55

10 西院 17 20 37

11 伏見板橋 14 11 21 46

12 伏見南浜 14 15 18 47

13 伏見住吉 18 14 25 57

14 深草 15 17 32

15 竹田 10 15 15 40

156 266 316 738合計

令和3年5月1日現在

令和３年度　京都市立幼稚園　園児数




















